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39 長島輪中地域の水害と新田開発の歴史地理

一
、
は
じ
め
に

長
島
の
地
は
木
曾
三
川
が
伊
勢
湾
に
入
る
、
河
口
デ
ル
タ
の
水
害
常
習
地
で
あ
る
。
こ
の
地
域
の
住
民
は
、
常
に
水
に
悩
ま
さ
れ
な
が

ら
、
次
々
と
新
田
の
開
発
を
進
め
て
き
た
、
わ
が
国
で
も
大
河
川
の
下
流
域
の
み
に
見
る
、
特
殊
な
地
域
で
あ
る
の
で
、
こ
こ
に
新
田
開

発
と
水
害
と
に
相
関
す
る
農
民
の
姿
を
、
近
世
ま
で
の
期
間
に
限
っ
て
紹
介
す
る
。
明
治
以
降
特
に
有
名
な
伊
勢
湾
台
風
の
被
害
に
つ
い

て
は
、
別
の
機
会
に
譲
る
。

二
、
本

~為
白問

長
島
地
域
は
一
般
に
輪
中
地
域
と
言
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
開
発
の
起
源
は
文
献
記
録
に
残
っ
て
い
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。
室
町
末
期

と
推
定
さ
れ
る
古
絵
図
に
見
ら
れ
る
、
木
曾
川
河
口
最
南
端
の
寄
州
七
つ
の
島
の
地
域
ら
し
い
。
こ
の
地
域
が
は
じ
め
て
文
献
に
あ
ら
わ
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第1図 江戸時代末期の長島付近の図



図
で
見
ら
れ
る
西
外
面

1
又
木

1
殿
名
の
線
以
北
が
開
発
さ
れ
、
そ
の
南
に
松
ケ
島
が
開
発
途
上
に
あ
っ
た
ら
し
い
。
こ
の
線
は
長
島
地

域
に
と
っ
て
は
重
要
な
指
標
で
、
こ
の
線
以
北
が
い
わ
ゆ
る
デ
ル
タ
輪
中
の
地
域
、
以
南
が
江
戸
時
代
以
後
に
、
伊
勢
湾
奥
に
次
々
と
生

ず
る
霞
山
を
開
発
し
て
い
っ
た
、

い
わ
ゆ
る
海
岸
干
拓
輪
中
と
見
る
べ
き
で
あ
る
。
こ
れ
は
村
落
の
集
落
立
地
や
集
落
形
態
|
輪
中
内
部

の
盛
土
集
落
水
屋
の
分
布
、
堤
防
列
村
な
ど
に
そ
の
差
異
が
認
め
ら
れ
る
。
ま
た
昭
和
四
三
年
に
国
土
地
理
院
で
発
行
し
た
土
地
条
件
図

(
二
万
五
千
分
の
一
桑
名
図
幅
)
を
見
て
も
、
こ
の
線
以
北
は
三
角
州
、
以
南
は
干
拓
地
と
分
類
さ
れ
て
い
る
。
各
部
落
の
開
発
年
代
は

全
く
不
明
で
あ
る
。
こ
の
部
分
が
長
島
輪
中
の
本
体
(
本
田
)
を
な
す
も
の
で
あ
る
。
織
田
信
長
が
長
島
の
門
徒
を
攻
め
た
元
亀
、
天
正
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の
戦
乱
の
あ
っ
た
の
も
、
長
島
の
形
態
が
こ
の
よ
う
な
姿
で
あ
っ
た
時
で
あ
る
。

江
戸
時
代
に
入
る
と
、
こ
れ
ら
の
小
曲
輸
が
次
第
に
統
合
さ
れ
、
南
に
聞
か
れ
た
新
田
を
包
み
込
ん
で
、
元
和
九
年
(
一
六
二
三
)
に

一
曲
輪
に
ま
と
め
ら
れ
て
い
っ
た
。
そ
の
後
の
海
岸
干
拓
輪
中
は
、
江
戸
時
代
以
後
長
島
輪
中
の
南
お
よ
び
束
へ
次
々
と
新
田
開
発
さ

れ
、
い
わ
ゆ
る
零
米
地
帯
の
新
田
が
、
伊
勢
湾
に
向
っ
て
で
き
て
い
っ
た
(
第
一
図
参
照
)
。

付

長
島
輪
中
|
|
長
島
本
田
の
主
体
と
し
て
南
か
ら
東
に
か
け
て
、
駒
江
(
元
和
三
年

l
一
六
一
七
)
野
田
脇
(
同
四

l
二
八
)
東
殿

名
(
同
八
年

l
，
一
二
一
)
北
出
口
(
元
和
年
間
)
長
十
郎
起
(
寛
永
田
年

l
二
一
七
)
源
部
外
面
(
同
一
二
年

l
二
二
五
)
姫
御
前
、
中

島
両
新
聞
(
同
一
四
年

l
，
三
七
)
福
原
(
同
-
五
年
1

，
三
入
)
千
倉
出
屋
敷
・
善
田
両
新
田
(
同
一
六
年

l
，
三
九
)
三
郎
治
(
同

一
七
年

l
，四

O
)
南
松
ケ
島
(
正
保
二
年

l
，
四
五
)
十
日
外
面
・
三
日
両
新
田
(
同
三
年

l
，
四
六
)
藤
九
郎
(
承
応
三
年

l
，五

四
)
十
日
付
(
寛
文
七
年
l
，
六
七
)
前
山
(
同
八
年
1

，
六
八
)
遠
浅
付
(
延
宝
二
年
l
，
七
四
)
な
ど
の
各
新
田
が
、
二
・
三
の
藩

141 

営
ま
た
は
町
人
請
負
を
除
い
て
、
ほ
と
ん
ど
が
農
民
の
手
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
時
代
ま
で
の
水
害
は
、
別
表
に
見
ら
れ
る
通
り
で
あ
る
。
特
に
長
島
輪
中
に
大
災
害
を
与
え
た
も
の
は
、
天
正
十
三
年
ご
五
人
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五
)
の
天
留
地
震
の
地
盤
沈
下
、
慶
長
九
年
こ
六

O
四
)
の
大
風
高
波
で
堤
防
が
破
れ
、
暴
潮
田
園
を
害
す
と
あ
り
、
寛
永
田
年
こ

み
よ

六
二
七
)
の
二
回
に
わ
た
る
大
風
高
波
で
、
西
外
面
仏
土
に
二
ケ
所
大
需
を
生
ず
、
慶
安
三
年
(
一
六
五

O
)
の
洪
水
で
長
島
領
流
失
家

か

も

屋
五
五
二
戸
、
死
者
一

O
三
人
、
天
和
元
年
(
一
六
八
ご
の
年
四
回
の
大
風
高
波
お
よ
び
洪
水
で
、
見
廻
り
中
の
堤
奉
行
お
よ
び
徒
行

目
付
の
溺
死
、
百
姓
の
死
者
無
数
、
別
の
水
害
で
堤
防
看
守
の
代
官
お
よ
び
手
代
溺
死
、
百
姓
老
若
男
女
二
五

O
余
名
溺
死
、
流
失
九
七

O
戸
な
ど
の
記
録
を
散
見
す
る
の
み
で
、
詳
細
ほ
判
ら
な
い
。
別
に
承
応
三
年
(
一
六
五
四
)
の
早
越
で
七
・
入

O
年
来
の
大
早
魁
米
一

粒
も
な
し
、

の
記
録
に
奇
異
を
感
ず
る
。
落
主
か
ら
度
々
の
金
や
米
の
救
悩
ま
た
は
貸
付
な
ど
は
あ
っ
た
が
、
農
民
は
そ
の
復
旧
再
開

発
、
水
と
の
闘
い
に
血
の
出
る
よ
う
な
苦
難
の
連
続
で
あ
っ
た
の
で
あ
る
。
こ
の
よ
う
な
中
で
も
、
千
倉
村
そ
の
他
で
小
規
模
な
付
添
新

田
の
開
発
が
続
け
ら
れ
て
い
る
こ
と
は
、
土
地
に
し
が
み
つ
く
農
民
の
根
性
に
頭
の
下
る
思
い
が
す
る
。
そ
れ
以
後
も
、
別
表
の
よ
う
に

水
害
は
止
む
こ
と
な
く
、
現
在
に
ま
で
及
ん
で
い
る
の
で
あ
る
。

∞ 
農
ケ
須
輪
中
|
|
長
島
輪
中
が
形
を
整
え
か
け
た
、
寛
永
年
間
末
頃
か
ら
、
長
島
輪
中
の
南
鰻
江
川
を
越
え
て
鹿
山
の
干
拓
開
発
が

は
じ
ま
っ
た
。
先
ず
鎌
ケ
地
(
寛
永
十
六
年
1

一
六
三
九
)
二
五
年
間
を
お
い
て
震
ケ
須
(
寛
文
四
年

l
，
六
回
)
豊
松
(
同
八
年

l
、

，
六
八
)
六
百
・
赤
地
・
長
地
の
各
新
国
が
(
同
十
二
年

l
，
七
一
一
)
長
地
付
(
寛
文
年
間
)
福
井
(
元
緑
六
年
!
，
九
一
ニ
)
が
開
発
さ
れ

後
こ
の
霞
ケ
須
輪
中
に
付
添
え
て
都
羅
(
安
永
五
年

l
一
七
七
六
)
福
吉
(
宝
暦
年
間
)
が
開
発
さ
れ
て
、
醍
ケ
須
輪
中
の
形
が
と
と
の

っ
た
。
こ
れ
ら
の
新
田
は
尾
張
知
多
郡
か
ら
入
植
し
た
、
農
民
に
よ
っ
て
開
発
さ
れ
て
い
る
が
、
他
地
の
地
主
・
富
豪
の
資
金
に
頼
る
も

の
が
、
後
期
に
な
る
ほ
ど
目
立
つ
の
が
特
色
で
あ
る
。

輪
中
が
形
成
さ
れ
る
過
程
中
で
も
、
延
宝
三
年
ご
六
七
五
)
の
洪
水
、
天
和
元
年
こ
六
八
一
)
の
年
四
回
の
大
風
高
波
、
大
風
雨

洪
水
を
伊
勢
湾
の
真
正
面
か
ら
受
け
、
追
打
ち
の
よ
う
に
天
和
三
年
(
一
六
八
一
二
)
の
洪
水
入
水
、
溺
死
者
数
十
名
な
ど
の
災
害
を
受
け



て
い
る
が
、
こ
れ
ま
た
詳
し
い
記
録
を
欠
い
て
い
る
。
宝
永
四

1
五

年

ご

七

O
七
1
八
)
の
宝
永
大
地
震
に
よ
り
、
地
盤
沈
下
・
津
波

の
被
害
を
受
け
宝
、
氷
七
年
(
一
七
一

O
)

加
稲
輪
中
と
共
に
、
幕
府
の
命
じ
た
御
手
伝
普
請
に
よ
る
、
築
堤
復
旧
も

に
は
加
路
戸
輪
中

あ
っ
た
が
(
こ
の
時
期
こ
の
輪
中
は
天
領
で
あ
っ
た
)
そ
の
後
も
洪
水
の
外
大
風
高
波
に
は
、
そ
の
度
毎
に
伊
勢
湾
か
ら
直
撃
を
受
け

て
、
水
没
し
大
災
害
を
受
け
て
い
る
が
、
被
害
の
詳
し
い
記
録
は
残
っ
て
い
な
い
。
そ
の
都
度
農
民
は
再
開
発
・
再
々
開
発
を
繰
返
し
、

対
幕
府
の
奉
行
・
代
宮
、
片
や
資
金
集
め
の
た
め
富
豪
を
説
き
廻
る
苦
労
を
し
て
い
る
。
故
に
こ
の
地
の
新
田
は
、
断
片
的
な
記
録
だ
け

で
は
、
開
発
か
再
開
発
か
ま
た
は
再
々
開
発
か
が
判
定
し
難
い
と
こ
ろ
が
多
い
。
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t今

加
路
戸
輪
中
・
見
入
輪
中
|
|
加
路
戸
輪
中
で
は
最
北
(
上
流
)
の
加
路
戸
が
、
室
町
末
期
の
古
絵
図
に
長
島
の
東
に
す
で
に
唐
戸

の
地
名
で
見
ら
れ
る
。
古
い
文
献
に
永
穂
二
年
(
一
五
五
九
)

に
開
発
さ
れ
た
記
録
が
あ
り
(
開
発
か
再
開
発
か
疑
問
)
北
勢
四
十
八
家

の
う
ち
の
土
豪
(
国
侍
)

一
味
が
、
城
砦
を
構
え
て
居
城
し
て
い
る
。
民
家
八
百
戸
、
絹
紬
布
、
木
綿
織
を
業
と
す
る
者
多
し
と
あ
る
。

庭
訓
往
来
に
「
尾
張
八
丈
(
島
大
布
木
綿
の
こ
と
)
加
路
戸
よ
り
織
出
す
」
と
あ
り
、
付
近
で
は
繁
栄
の
地
で
、
往
来
運
送
も
便
利
で
あ

っ
た
。
元
亀
天
正
の
戦
乱
(
織
田
信
長
の
長
島
攻
め
)
の
際
も
、
長
島
城
の
東
尾
張
に
対
す
る
盤
砦
の
一
つ
と
な
っ
た
記
録
も
あ
る
。
そ

の
後
天
正
十
三
年
(
一
五
八
五
)
の
天
酉
地
震
の
た
め
、
土
地
が
湧
没
し
て
亡
所
と
な
っ
た
。
こ
れ
ら
の
事
件
で
織
染
業
者
は
、
岐
阜
な

ど
へ
分
散
し
て
し
ま
っ
た
。
寛
永
二
年
(
一
六
二
五
)

に
再
開
発
(
再
々
開
発
か
)
さ
れ
た
。
こ
れ
に
続
い
て
、
中
加
路
戸
・
上
加
路
戸

が
寛
永
九
l
十
九
年
(
一
六
三
二

t
四
一
一
)

に
再
開
発
さ
れ
、
大
新
田
(
同
十
五
年
1
二
ニ
八
)
外
平
喜
・
近
江
島
・
西
対
海
地
の
各
新

田
(
承
応
三
年

l
，
五
四
)
田
代
(
寛
文
元
年
|
，
六
一
)
雁
ケ
地
(
同
九
年

l
，
六
九
)
松
永
・
福
崎
・
太
郎
地
の
各
新
田
(
干
訓
練
四
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年
(
・
九
一
)
豊
崎
(
同
十
年
l

，
九
七
)
と
開
発
さ
れ
て
、
加
路
戸
輪
中
の
輪
廓
が
で
き
た
。
其
の
後
四
六
年
を
お
い
て
、
雁
ケ
地
付

・
同
脇
付
・
増
田
が
寛
保
三
年
(
一
七
四
三
)
小
林
島
(
延
享
四
年
!
，
四
七
)
の
四
小
新
田
が
添
付
け
ら
れ
た
。
こ
の
輪
中
の
新
田
は
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初
期
の
長
島
の
農
民
が
開
発
し
、
中
期
は
他
地
よ
り
の
移
住
農
民
又
は
豪
農
が
、
後
期
は
他
地
の
豪
農
又
は
商
人
資
金
に
よ
っ
て
開
発
さ

れ
た
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

一
方
見
入
輪
中
に
お
い
て
は
、
見
入
(
寛
永
十
五
年
|
一
六
三
八
)
|
一
審
寛
永
十
四
年
、
辰
高
寛
永
正
保
の
頃
の
新
聞
)
和
泉
(
承

応
二
年
|
一
六
五
三
)
東
対
海
地
(
同
三
年

l
，
五
回
)
小
林
(
明
麿
元
年

l
，
五
五
)
小
和
泉
(
寛
文
三
年
1

ょ
っ
ニ
)
中
和
泉
(
同

十
二
年

l
，
七
一
一
)
と
開
発
さ
れ
、
八
四
年
間
お
い
て
富
田
子
(
宝
暦
六
年
1

一
七
五
六
)
が
加
わ
っ
て
い
る
。
開
発
者
の
状
況
は
、
加

路
戸
輪
中
と
同
じ
よ
う
な
傾
向
を
も
っ
て
い
る
。

宝
暦
四
年
(
一
七
五
回
)
の
薩
摩
藩
の
綱
手
伝
普
請
で
、
有
名
な
西
濃
尾
西
一
帯
の
宝
暦
築
堤
に
よ
っ
て
、
加
路
戸
輪
中
の
演
地
の
代

替
地
と
し
て
、
見
入
輪
中
と
の
聞
の
見
入
川
を
同
八
年
(
一
七
五
人
)
に
締
切
り
干
拓
し
た
の
で
、
見
入
輪
中
は
加
路
戸
輪
中
に
吸
収
さ

一
つ
輪
中
に
な
っ
て
し
ま
っ
た
。
そ
の
後
こ
の
輪
中
の
先
に
川
先
新
田
が
、
文
化
十
年
(
一
八
一
三
)
に
開
発
さ
れ
て
い
る
。

れ
て
、加
路
戸
輪
中
は
霞
ケ
須
輪
中
と
、
開
発
の
年
代
・
開
発
の
状
況
は
類
似
し
て
お
り
、
同
じ
く
天
領
で
あ
っ
た
時
代
が
多
か
っ
た
。
宝
永

地
震
(
宝
永
田
・
五
年
)
の
大
津
波
の
あ
と
、
直
ケ
須
輪
中
な
ど
と
共
に
幕
府
の
御
手
伝
普
請
で
、
同
七
年
こ
七
一

O
)
の
堤
防
復
旧

工
事
が
行
わ
れ
て
い
る
。
そ
の
他
大
風
高
波
、
河
川
洪
水
の
災
害
は
、
霞
ケ
須
輪
中
と
全
く
軌
を
同
じ
う
し
て
、
農
民
は
常
に
そ
の
被
害

-
災
害
復
旧
に
苦
し
ん
で
い
る
。

帥

横
満
蔵
・
老
松
輪
中

霞
ケ
須
輪
中
が
開
発
さ
れ
て
ほ
ぼ
そ
の
形
態
を
整
え
て
き
た
頃
、
そ
の
南
青
鷺
川
を
越
え
て
横
満
蔵
が
、
宝
暦
七
年
(
一
七
五
七
)
に

開
発
さ
れ
、
単
独
輪
中
を
形
成
し
た
。
そ
の
後
約
六

O
余
年
聞
は
、
こ
の
地
域
に
新
田
開
発
は
見
ら
れ
な
か
っ
た
が
、
文
政
年
間
(
概
ね

一
入
ニ

0
年
代
)
に
横
満
蔵
輪
中
の
南
に
、
更
に
大
き
く
木
曾
川
水
路
に
張
出
し
て
老
松
輪
中
が
開
発
さ
れ
た
。



老
松
輪
中
の
開
発
に
つ
い
て
は
、
正
確
な
記
録
が
な
い
の
で
、
そ
の
開
発
年
代
は
明
確
に
で
き
な
い
が
、
富
田
氏
記
お
よ
び
桑
名
郡
志

草
稿
に
よ
る
と
「
濃
州
笠
松
代
官
松
下
内
匠
在
陣
の
時
横
満
蔵
新
田
外
十
二
ケ
村
堤
防
白
難
新
固
ま
で
、
三
千
六
百
六
間
三
分
文
政
六
年

よ
り
築
立
て
、
同
十
年
松
下
氏
検
地
高
受
け
と
な
る
」
と
あ
る
。
こ
の
地
域
は
零
米
以
下
の
地
帯
で
、
堤
防
構
築
な
し
に
は
新
田
開
発
は

で
き
な
い
の
で
、
文
政
六
年
(
一
八
二
三
)
か
ら
開
発
さ
れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
。
そ
の
十
二
ケ
村
は
松
蔭
・
老
松
・
松
吉
・
寿
永
野
・

真
桃
・
土
吉
・
井
沢
・
常
盤
・
住
吉
・
服
部
・
松
高
・
富
永
の
各
新
田
で
、
前
記
文
政
十
年
(
一
八
二
七
)

の
検
地
で
、
石
高
合
計
二
千

四
百
九
十
八
石
二
斗
四
升
三
合
と
な
っ
て
い
る
。
白
難
新
田
は
文
政
九
年
二
八
二
六
)
に
桑
名
の
商
人
が
桑
名
藩
の
許
可
で
、
旧
亡
地

長島輪中地域の水害と新田開発の歴史地理

の
古
新
田
の
霞
山
に
掛
廻
堤
を
築
い
た
と
桑
名
郡
志
草
稿
に
あ
る
所
を
見
る
と
、
先
に
開
発
し
て
い
た
も
の
が
亡
所
と
な
り
、
再
開
発
し

た
も
の
と
思
わ
れ
る
が
、
そ
れ
以
前
の
記
録
は
全
く
見
当
ら
な
い
の
で
不
明
で
あ
る
。
こ
の
輪
中
は
横
満
蔵
・
西
枕
内
長
徳
・
白
難
を
加

え
て
、
十
五
ケ
村
が
天
保
年
間
(
概
ね
一
八
三

0
年
代
)
に
一
輪
中
を
形
成
し
て
い
る
。
こ
の
輪
中
の
う
ち
横
満
蔵
新
田
は
、
他
地
か
ら

移
住
し
た
農
民
三
名
に
よ
り
開
発
さ
れ
て
い
る
が
、
老
松
輪
中
の
各
新
田
は
、
西
濃
の
豪
農
・
桑
名
の
商
人
な
ど
の
出
資
に
よ
っ
て
開
発

さ
れ
た
町
人
請
負
新
田
で
あ
る
。

こ
の
輪
中
は
天
保
六
年
二
七
三
五
)
の
大
風
で
堤
防
が
切
れ
、
笠
松
代
官
か
ら
手
当
金
を
受
け
て
川
普
請
、
安
政
元
年
(
一
八
五
回
)

の
安
政
地
震
と
津
波
で
地
盤
沈
下
と
破
堤
、
翌
年
幕
府
か
ら
手
当
金
を
受
け
て
ま
た
再
普
請
、
安
政
五
年
(
一
八
五
入
)
の
大
風
雨
で
破

堤
し
、
ま
た
手
当
金
を
得
て
堤
防
の
再
々
普
請
を
し
て
い
る
。
こ
の
よ
う
な
地
域
の
新
田
は
、

一
度
破
堤
し
て
海
水
が
侵
入
す
る
と
、
塩

分
の
た
め
ご
、
三
年
は
稲
作
は
収
穫
が
望
め
な
い
こ
と
を
知
ら
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
こ
の
新
田
に
決
定
的
な
打
撃
を
与
え
た
の
は
、
万

延
元
年
ご
八
六

O
)
五
月
十
一
日
・
七
月
十
二
日
・
同
十
七
日
の
三
団
連
続
の
大
風
高
波
で
あ
る
。
こ
れ
に
よ
っ
て
老
松
輪
中
は
破
堤
潰

145 

滅
し
、
全
く
の
亡
所
と
な
っ
た
。
し
か
し
農
民
は
堤
防
の
築
立
に
取
り
か
か
っ
た
が
、
地
主
等
は
追
々
出
資
金
に
疲
れ
て
、
堤
防
を
原
型
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に
復
す
る
こ
と
が
で
き
ず
、
堤
防
を
引
下
げ
て
横
満
蔵
輪
中
堤
の
外
側
旧
松
蔭
の
残
地
に
、
居
住
地
だ
け
の
堤
防
を
、
僅
か
な
手
当
金
を

受
け
て
掛
け
廻
し
、
文
久
二
年
(
一
八
六
二
)
に
老
松
輪
中
の
残
存
者
百
余
戸
が
密
集
居
住
し
、
耕
地
を
失
っ
た
農
民
は
漁
業
を
営
み
、

か
た
わ
ら
遠
隔
な
他
の
輪
中
の
荒
地
を
聞
い
て
、
出
作
り
を
営
む
な
ど
細
々
と
生
計
を
立
て
て
い
た
。

彼
等
が
農
民
と
し
て
再
発
足
す
る
に
は
、
約
三

O
年
後
の
明
治
二
二
年
(
一
八
八
九
)
の
木
曾
川
河
川
改
修
工
事
を
待
た
な
け
れ
ば
な

ら
な
か
っ
た
。
こ
の
工
事
に
よ
っ
て
そ
の
居
住
地
が
木
曾
川
敷
と
な
る
た
め
全
戸
移
転
、
若
松
輪
中
の
故
地
に
旧
地
主
お
よ
び
そ
の
子
孫

が
先
導
し
て
、
松
蔭
・
白
難
の
二
新
田
を
再
開
発
し
て
、
そ
の
新
田
に
定
着
し
た
の
で
あ
る
。
こ
の
地
も
再
開
発
工
事
中
に
さ
ら
に
そ
の

後
も
、
数
回
の
大
風
高
波
に
よ
る
堤
防
決
壊
入
水
、
こ
と
に
昭
和
三
四
年
(
一
九
五
九
)
九
月
二
六
日
の
伊
勢
湾
台
風
高
潮
に
よ
っ
て
、

潰
滅
的
な
惨
害
を
被
っ
た
。

(
松
蔭
東
部
落
死
亡
型
二
四
形
、
流
失
家
屋
率
九
二
彪
〉

余
談
で
あ
る
が
、
昭
和
三
七
年
二
九
六
二
)
に
偶
然
に
も
長
島
温
泉
(
摂
氏
六

0
1五
O
度
)
が
旧
老
松
輪
中
服
部
の
故
地
あ
た
り

か
ら
湧
出
し
、
現
在
で
は
こ
の
温
泉
を
中
心
に
観
光
開
発
が
進
み
、
こ
の
地
域
の
農
民
は
農
業
兼
漁
業
(
主
と
し
て
海
苔
、
蛤
の
海
面
養

殖
・
養
鰻
)
を
し
て
、
時
代
の
脚
光
を
浴
び
て
長
島
町
内
の
最
繁
栄
地
・
最
有
福
な
農
村
と
し
て
更
生
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
南
伊
勢
湾
に
向
っ
て
、
次
々
と
新
輪
中
が
形
成
さ
れ
る
と
、
霞
ケ
須
輪
中
な
ど
奥
地
に
な
っ
た
輪
中
は
、
大
風
高
波
(
高

潮
)
の
災
害
は
減
少
す
る
が
、

一
方
河
川
は
流
路
を
狭
め
る
の
で
、
河
川
の
氾
濫
洪
水
の
被
害
が
殖
え
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

伺

源
藤
輪
中

l
i加
路
戸
輪
中
の
開
発
が
ほ
ぼ
終
っ
て
そ
の
形
態
を
整
え
る
頃
、
そ
の
南
白
鷺
川
を
越
え
て
、
白
鷺
が
元
職
四
年
こ

六
九
}
)
白
鷺
脇
付
(
正
徳
二
年
|
一
七
二
一
)
に
聞
か
れ
て
い
る
が
、
こ
れ
ら
の
新
田
は
正
徳
四
年
(
一
七
一
四
)
の
大
風
高
波
で
、

加
路
戸
輪
中
と
共
に
破
堤
入
水
し
亡
所
と
な
っ
た
。
約
百
年
後
の
文
化
十
三
年
(
一
八
二
ハ
)
に
再
開
発
し
た
の
を
手
始
め
と
し
て
、
上

源
糠
(
文
政
二
年

l
一
八
一
九
)
・
下
源
線
・
上
藤
里
・
下
藤
里
の
三
新
田
(
文
政
七
年

i
，
ニ
四
)
、
そ
れ
に
続
い
て
稲
賀
(
開
発
年
代
不
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詳
)
が
開
発
さ
れ
た
が
、
稲
賀
新
田
は
間
も
な
く
亡
所
と
な
り
、
姿
を
消
し
て
い
る
。
ま
た
北
部
に
松
永
(
元
禄
四
年
!
一
七
一
四
)
が

開
発
さ
れ
た
が
、
白
鷺
と
同
じ
く
正
徳
の
大
風
高
波
で
亡
所
と
な
り
、
文
化
四
年
(
一
八

O
七
)
に
白
鷺
川
敷
で
二
分
さ
れ
て
再
開
発
さ

れ
て
い
る
。
か
く
し
て
源
膿
輪
中
は
務
成
さ
れ
た
が
、
そ
の
開
発
お
よ
び
水
害
の
状
況
は
、
前
記
横
満
蔵
老
松
輪
中
と
同
じ
状
況
に
お
か

れ
て
い
る
。
こ
の
地
域
の
新
田
開
発
お
よ
び
水
害
の
状
況
は
、
第
二
図
を
参
照
さ
れ
た
い
。

約

加
稲
輪
中
|
|
源
穂
輪
中
の
東
に
鍋
田
川
(
和
泉
川
)
を
挟
ん
で
、
長
島
領
と
し
て
三
好
(
貞
享
四
年

l
一
六
八
七
)
が
、
尾
張
領

の
狐
地
と
同
じ
年
に
開
発
さ
れ
た
の
を
は
じ
め
、
富
島
(
同
五
年

l
，
八
八
〉
稲
荷
崎
(
元
膿
八
年

l
，
九
五
)
が
開
発
さ
れ
、
そ
の
後

富
島
付
・
稲
荷
崎
飛
地
・
稲
吉
・
富
崎
の
小
新
田
の
脇
付
新
田
が
開
発
さ
れ
た
。
ま
た
加
稲
が
元
禄
十
五
年
二
七

O
一
一
)
に
開
発
さ
れ

る
と
、
そ
の
後
加
稲
九
郎
次
・
加
稲
山
の
小
新
田
が
脇
付
新
田
の
形
で
開
発
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
後
新
田
開
発
は
し
ば
ら
く
聞
を
お
い
た

が
、
そ
れ
ら
の
南
に
境
が
文
化
八
年
(
一
八
一
一
)
に
尾
張
頃
の
三
稲
と
同
じ
年
に
開
発
さ
れ
て
い
る
。
更
に
そ
れ
ら
の
南
に
尾
張
領
の

入
穂
が
天
保
六
年
(
一
入
三
五
)
に
開
発
さ
れ
て
い
る
の
で
、
そ
の
陸
続
き
の
長
島
領
の
大
野
・
上
野
の
両
新
田
は
、
同
じ
頃
に
開
発
さ

れ
た
も
の
と
思
わ
れ
る
J

加
稲
輪
中
は
上
は
加
稲
新
田
か
ら
下
は
境
新
田
ま
で
で
、
そ
の
先
に
後
ほ
ど
聞
か
れ
た
八
穂
・
大
野
・
上
野
の

二
新
田
は
、
現
在
の
鍋
田
干
拓
地
の
故
地
で
あ
る
。

こ
の
地
域
は
次
々
と
海
中
に
堆
積
さ
れ
る
砂
州
霞
生
地
で
、
高
潮
・
洪
水
の
度
毎
に
出
現
又
は
消
滅
し
或
は
位
置
形
を
替
え
る
な
ど
、

地
形
の
変
化
が
は
げ
し
く
、
伊
勢
と
尾
張
と
の
境
界
も
定
か
な
ら
ず
、
農
民
が
水
と
闘
い
な
が
ら
開
発
を
進
め
て
い
く
の
で
、
こ
れ
ら
の

新
田
開
発
期
に
は
、
尾
張
藩
の
農
民
と
の
聞
に
土
地
の
地
先
権
を
め
ぐ
っ
て
、
し
ば
し
ば
紛
争
を
生
じ
、
長
島
の
小
藩
(
二
万
石
)
は
御

三
家
筆
頭
の
雄
藩
尾
張
徳
川
藩
を
相
手
に
、
苦
し
い
政
治
折
衝
を
し
で
、
ま
が
り
な
り
に
も
農
民
の
主
張
を
貫
き
通
し
た
記
録
も
あ
る
。

こ
の
時
期
に
決
っ
た
両
国
の
境
界
は
、
一
加
稲
輪
中
の
北
の
鍋
田
川
か
ら
筏
川
に
入
る
川
(
現
在
の
間
崎
の
地
)
l
三
好
と
孤
地
の
聞
か
ら



境
(
両
国
の
境
の
新
田
と
い
う
意
)
と
三
稲
の
聞
に
流
れ
る
川
の
線
で
あ
っ
た
。
そ
の
後
こ
の
先
に
大
野
・
上
野
・
八
穂
の
新
田
が
開
か

れ
る
と
、
前
二
者
は
伊
勢
の
地
、
後
者
は
尾
張
の
地
に
属
す
る
こ
と
に
な
っ
て
い
た
。
し
か
し
こ
の
三
新
田
は
暫
時
姿
を
見
せ
た
だ
け

で
、
天
保
六
年
(
一
八
三
五
)
の
大
風
高
波
・
嘉
永
三
年
こ
八
五

O
)
の
洪
水
で
二
度
も
入
水
し
、
安
政
元
年
二
八
五
回
)
の
安
政

地
震
の
地
盤
沈
下
と
津
波
、
万
延
元
年
(
一
八
六

O
)
の
年
三
団
連
続
の
大
風
高
波
と
災
害
の
連
続
で
、
亡
所
と
な
り
放
棄
さ
れ
て
し
ま

っ
た
。こ
の
よ
う
に
し
て
開
発
を
す
す
め
た
加
稲
輪
中
の
新
田
も
、
明
治
十
三
年
二
八
七
九
)
に
は
愛
知
県
へ
編
入
さ
れ
、
三
重
と
愛
知
の

長島輪中地域の水害と新田開発の歴史地理

境
界
は
陸
地
に
お
い
て
は
鍋
田
川
の
線
と
決
定
し
た
。

余
談
に
わ
た
る
前
記
鍋
田
川
の
三
重
愛
知
の
県
境
も
不
明
確
な
点
が
多
か
っ
た
た
め
か
、
伊
勢
湾
台
風
復
旧
工
事
の
一
環
と
し
て
、
建

設
省
が
鍋
田
川
を
干
拓
し
た
時
点
で
、
ま
た
も
や
県
境
問
題
が
発
生
し
、
色
々
と
迂
路
曲
折
は
あ
っ
た
が
、
昭
和
四
十
三
年
(
一
九
六

八
)
に
確
定
し
た
。
ま
た
、
太
平
洋
戦
争
後
農
林
省
が
食
糧
増
産
の
一
環
と
し
て
、
旧
入
穂
・
大
野
・
上
野
の
三
新
田
の
故
地
に
、
鍋
田

干
拓
事
業
を
始
め
る
と
、
愛
知
(
尾
張
)
三
重
(
伊
勢
)
の
県
境
問
題
が
再
燃
し
、
そ
の
後
こ
の
解
決
策
と
し
て
、
源
藤
輪
中
の
南
の
稲

賀
新
田
の
故
地
な
ど
に
、
木
曾
岬
干
拓
地
を
造
成
し
た
が
、
こ
こ
に
も
ま
た
両
県
の
境
界
問
題
が
再
々
燃
し
つ
つ
あ
る
。

以
上
の
よ
う
に
こ
の
地
域
の
新
田
開
発
は
、
別
表
に
見
ら
れ
る
通
り
、

一
七
世
紀
と
一
九
世
紀
と
に
集
中
的
に
行
わ
れ
て
い
る
が
、

入
世
紀
に
は
僅
か
な
小
規
模
の
付
添
新
田
の
み
で
、
新
田
開
発
の
停
滞
期
と
な
っ
て
い
る
こ
と
に
注
意
を
惹
く
。
こ
れ
は
宝
永
田
年
(
一

七
O
七
)
を
翌
五
年
の
二
回
に
亘
る
、
宝
永
の
大
地
震
で
、
こ
の
地
域
全
般
の
地
盤
沈
下
が
最
大
の
原
因
で
は
あ
る
ま
い
か
。
ま
た
新
田
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開
発
の
進
行
状
態
を
見
る
と
、

一
輪
中
が
で
き
上
る
頃
に
は
、
川
を
越
え
て
次
の
新
田
の
一
部
が
開
発
さ
れ
、
そ
れ
を
次
の
輪
中
新
田
開

発
の
足
が
か
り
と
し
て
、
開
発
が
進
め
ら
れ
て
い
く
傾
向
も
注
意
す
べ
き
現
象
と
思
わ
れ
る
。
例
え
ば
長
島
輪
中
と
霞
ケ
須
輪
中
と
霞
ケ
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須
輪
中
の
鎌
ケ
地
新
田
、
震
ケ
須
輪
中
の
横
満
蔵
新
田
、
加
路
戸
輪
中
の
加
路
戸
新
田
、
加
路
戸
輪
中
と
源
職
輪
中
の
白
鷺
新
田
と
、
全

く
同
じ
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

ま
た
こ
れ
を
開
発
者
の
面
か
ら
見
る
と
、
十
七
世
紀
前
期
ま
で
は
、
藩
営
ま
た
は
地
元
農
民
・
移
住
農
民
が
多
く
、
後
期
に
な
る
と
、

地
元
豪
農
と
町
人
資
本
の
進
出
が
見
ら
れ
、
十
八
世
紀
以
後
は
、
外
部
の
豪
農
又
は
町
人
資
本
に
よ
る
開
発
が
目
立
つ
、
こ
れ
は
江
戸
時

代
の
経
済
の
推
移
、
町
人
の
資
本
蓄
積
の
進
行
と
、
軌
を
一
に
す
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

こ
の
よ
う
に
農
民
は
水
を
排
除
し
な
が
ら
、
着
々
と
新
田
開
発
を
進
め
、
江
戸
時
代
末
期
に
は
、
第
一
図
の
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ

る
。
こ
の
間
に
お
け
る
水
害
も
別
表
か
ら
見
ら
れ
る
通
り
、
常
に
水
と
闘
わ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
運
命
に
お
か
れ
、

い
た
ち

も
、
水
害
の
た
め
亡
所
と
な
り
、
再
開
発
・
再
々
開
発
と
、
水
と
の
髄
ご
っ
こ
が
繰
返
さ
れ
て
き
た
。
こ
の
状
況
は
、
そ
の
一
時
期
の
も

一
度
開
発
し
た
新
田

の
で
は
あ
る
が
、
第
二
図
を
見
れ
ば
思
い
半
を
過
ぎ
ぬ
も
の
が
あ
る
。

こ
の
地
域
に
次
の
よ
う
な
事
件
が
起
っ
た
。
農
民
の
姿
を
知
る
一
例
と
な
る
の
で
記
し
て
お
く
。

霞
ケ
須
輸
中
の
豊
松
新
田
は
寛
文
八
年
(
一
六
六
八
)
福
井
新
田
は
元
職
六
年
(
一
六
九
三
〉
に
開
発
さ
れ
た
新
田
で
、
明
治
十
二
年

(
一
八
七
九
)
に
地
続
同
志
で
合
併
し
て
福
豊
新
田
と
な
っ
た
が
、
従
来
か
ら
同
一
行
動
を
と
っ
て
き
た
新
田
で
あ
る
。
当
時
は
天
領
で

笠
松
代
官
所
の
支
配
地
で
あ
っ
た
。
開
発
以
来
度
々
大
風
高
波
洪
水
な
ど
の
水
害
に
苦
ん
で
き
た
地
域
で
あ
る
こ
と
は
他
新
田
と
同
様
で

あ
る
。天

和
元
年
二
六
八
一
)
同
三
年
(
一
六
八
三
)
と
数
次
大
風
高
波
・
洪
水
に
見
舞
わ
れ
、
多
数
の
溺
死
者
・
流
失
家
屋
を
生
じ
て
い

る
。
更
に
宝
永
四

l
五

年

三

七

O
七
t
O八
)
の
宝
永
地
震
で
、
津
波
・
堤
防
欠
壊
・
地
盤
沈
下
を
来
し
、
宝
永
七
年
(
一
七
一

O
)
の

幕
府
に
よ
る
御
手
伝
普
請
に
よ
っ
て
、
堤
防
修
復
が
行
わ
れ
る
ま
で
二
七
年
間
は
、
生
活
の
途
を
失
っ
て
苦
し
ん
だ
。
し
か
る
に
翌
宝
暦



八
年
九
月
十
六
日
、
ま
た
も
や
大
風
高
波
に
よ
っ
て
堤
防
は
潰
滅
し
て
、
以
後
こ
の
輪
中
の
農
民
は
農
地
を
失
い
居
住
場
所
す
ら
も
な

く
、
露
命
を
つ
な
ぐ
に
や
っ
と
の
窮
乏
の
極
に
置
か
れ
た
。
特
に
豊
松
・
福
井
の
両
新
田
は
地
理
的
に
霞
ケ
須
輪
中
の
南
端
、
伊
勢
湾
へ

の
最
前
線
で
被
害
が
甚
だ
し
か
っ
た
こ
と
は
前
に
記
し
た
通
り
で
あ
る
。

霞
ケ
須
輪
中
の
農
民
は
、
代
官
所
へ
新
田
再
築
立
の
嘆
願
を
数
度
繰
返
し
た
が
取
上
げ
ら
れ
な
い
。
農
民
は
更
に
代
表
五
名
で
幕
府
勘

定
奉
行
へ
直
接
嘆
願
に
及
ん
だ
が
こ
れ
ま
た
取
合
わ
れ
な
い
。
万
策
尽
き
た
豊
松
・
福
井
両
新
田
の
農
民
有
志
十
六
人
が
血
盟
連
判
し

て
、
享
保
十
年
(
一
七
二
五
)
に
捨
身
で
直
訴
を
計
画
し
た
。
同
年
九
月
老
中
お
よ
び
代
官
の
伊
勢
参
宮
の
帰
途
を
待
ち
受
け
て
、
桑
名

長島輪中地域の水害と新田開発の歴史地理

町
屋
川
橋
詰
で
直
訴
を
行
っ
た
。
再
三
突
戻
さ
れ
た
が
更
に
屈
せ
ず
、
桑
名
七
里
の
渡
場
へ
先
廻
り
し
て
、
更
に
同
所
で
直
訴
を
繰
返
し

た
。
農
民
は
必
死
で
あ
る
。
遂
に
老
中
は
こ
れ
を
採
納
し
た
。
然
し
一
同
は
縄
を
打
た
れ
て
江
戸
表
へ
引
立
て
ら
れ
て
、
楊
屋
入
り
と
な

っ
た
。
中
に
は
七

O
余
歳
の
老
人
も
い
た
。
老
中
は
上
訴
の
件
を
幕
閣
と
詮
議
の
、
新
田
再
築
立
の
方
針
を
決
定
し
た
。
当
時
幕
府
は
財

政
困
難
で
経
費
の
捻
出
、
が
で
主
な
い
。
依
て
十
六
名
の
農
民
は
老
中
か
ら
資
金
調
達
の
命
を
受
け
て
帰
郷
を
許
さ
れ
て
工
事
着
手
の
準
備

と
八
方
手
を
尽
わ
し
て
、
各
地
の
富
豪
に
資
金
調
達
を
依
頼
し
て
廻
っ
た
。
幸
い
尾
州
熱
田
・
名
古
屋
な
ど
で
七
名
の
富
豪
の
出
資
に
話
が

ま
と
ま
り
、
多
年
の
念
願
が
叶
っ
た
の
で
あ
る
。
工
事
は
享
保
十
二
年
(
一
七
二
七
)
に
着
手
し
、
翌
十
三
年
に
竣
工
し
た
の
で
あ
る
。

農
民
は
こ
の
間
ま
た
も
や
十
九
年
間
、
生
活
の
手
段
を
失
っ
た
ま
ま
放
置
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

新
開
地
五
七
町
七
反
五
畝
歩
、

工
事
費
四
千
三
十
五
両
、
そ
の
入
費
は
反
当
八
両
、
こ
れ
を
出
資
者
は
五
両
で
七
分
、
農
民
は
三
両
で

三
分
の
取
得
と
決
め
た
。
農
民
の
出
資
は
労
働
力
の
換
算
で
あ
る
。
こ
の
配
分
が
こ
の
地
に
残
る
七
・
三
配
分
の
慣
行
と
な
っ
て
、
後
世

に
お
よ
ん
で
い
る
。
十
六
名
の
農
民
は
こ
の
新
田
の
祖
霊
耕
社
と
し
て
、
現
在
に
至
る
ま
で
祭
把
を
絶
や
さ
な
い
。
祭
日
は
直
訴
を
敢
行
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し
た
日
で
あ
る
。
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そ
の
後
も
こ
の
輪
中
の
水
害
記
録
は
、
安
政
元
年
(
一
八
五
一
二
)
暴
風
雨
洪
水
二
回
、
万
延
元
年
(
一
八
六

O
)
大
風
高
波
三
回
、
慶

応
年
間
(
一
八
六
六
頃
)
と
明
治
元
年
二
八
六
八
)
深
水
二
回
・
明
治
三
年
こ
入
七

O
〉
暴
風
雨
洪
水
・
明
治
十
八
年
(
一
八
八
五
)

深
水
・
明
治
二
二
年
(
一
八
八
九
)
洪
水
・
明
治
二
九
年
(
一
八
九
六
)
暴
風
雨
洪
水
・
大
正
元
年
こ
九
二
一
)
暴
風
雨
入
水
・
昭
和

九
年
(
一
九
三
四
)
台
風
稲
収
穫
皆
無
、
地
租
殆
ん
ど
免
除
・
昭
和
三
四
年
(
一
九
五
九
)
台
風
高
潮
全
村
水
没
死
亡
率
九
・
五
一
%
、
流

失
家
屋
率
二
三
ガ
水
稲
、
全
誠
|
人
や
家
の
損
害
の
少
い
の
は
村
落
の
家
屋
配
列
の
条
件
に
よ
る
。
こ
の
よ
う
に
残
さ
れ
て
い
る
が
、
こ

れ
は
当
輪
中
の
特
殊
状
況
で
は
な
く
、
こ
の
地
方
一
般
の
状
況
で
あ
る
こ
と
を
付
記
す
る
。

当
時
の
輪
中
堤
一
は
農
民
の
資
力
(
時
に
為
政
者
の
手
当
金
や
地
主
の
出
資
は
あ
っ
た
が
、
こ
れ
ら
は
最
小
限
度
の
補
助
金
程
度
)
農
民

の
技
術
・
舟
や
鍬
・
モ
ツ
コ
と
天
秤
棒
な
ど
を
用
い
た
人
海
戦
術
で
構
築
し
た
も
の
で
あ
る
。
そ
の
堤
防
構
築
用
の
土
砂
は
、
前
面
伊
勢

湾
の
鹿
山
や
、
時
に
は
新
田
の
一
部
を
指
定
し
て
舟
で
運
ん
だ
も
の
で
あ
る
。
第
一
図
の
霞
ケ
須
輪
中
の
都
羅
新
田
や
、
源
職
輪
中
の
一

部
の
「
長
島
土
取
場
」
の
標
記
に
注
意
さ
れ
た
い
。
全
く
現
在
の
堤
防
と
比
す
べ
く
も
な
い
。
明
治
大
正
期
ま
で
の
堤
防
、
各
地
に
残
る

旧
輪
中
廃
堤
は
、
こ
の
事
実
を
も
の
が
た
る
も
の
で
あ
る
。
唯
一
の
堤
防
防
護
策
と
し
て
は
、
堤
腹
に
竹
薮
を
植
え
る
こ
と
ぐ
ら
い
し
か

な
か
っ
た
。
故
に
海
面
下
の
零
米
以
下
の
輪
中
で
は
、

一
度
破
堤
し
た
ら
全
く
み
じ
め
な
状
況
に
お
か
れ
た
こ
と
は
想
像
を
絶
す
る
も
の

が
あ
る
。
堤
防
こ
そ
輪
中
住
民
の
生
命
線
で
あ
り
、
あ
ら
ゆ
る
努
力
と
工
夫
を
こ
ら
し
て
、
団
結
し
て
護
っ
て
き
た
。

こ
の
地
域
の
水
害
の
特
性
に
は
、
次
の
よ
う
な
も
の
が
あ
る
。

① 

河
川
の
氾
濫
に
よ
る
洪
水
|
!
こ
れ
に
は
破
堤
と
樋
抜
け
と
が
あ
る
。
現
に
旧
長
島
輪
中
の
地
域
だ
け
で
も
、
明
治
大
正
期
ま
で
輪

み
よ

中
堤
内
側
に
需
が
三
二
個
も
残
っ
て
い
た
。
こ
れ
は
洪
水
時
の
落
掘
で
、
そ
の
洪
水
の
恐
ろ
し
さ
を
物
語
っ
て
い
る
。
こ
の
水
害
は
浸
水

の
深
度
も
高
く
、
家
の
軒
先
ま
で
水
づ
か
り
に
な
る
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
よ
う
で
あ
る
。

一
度
破
堤
入
水
し
た
ら
反
対
側
の
輪
中
堤



を
人
為
的
に
破
り
、
自
然
排
水
を
待
つ
よ
り
当
時
と
し
て
は
手
段
が
な
か
っ
た
。
従
っ
て
湛
水
期
間
も
長
く
、
潮
の
干
満
を
利
用
し
て
水

が
引
く
ま
で
潮
止
堤
を
築
く
こ
と
も
な
ら
ず
、
被
害
も
大
き
く
随
分
難
儀
を
し
た
よ
う
で
あ
る
。
ま
た
こ
の
長
期
間
中
に
台
風
又
は
河
川

出
水
が
あ
る
と
、
水
害
の
ダ
ブ
ル
パ
ソ
チ
を
喰
う
こ
と
も
し
ば
し
ば
あ
っ
た
。

② 

高
潮
(
大
風
高
波
)
|
|
伊
勢
湾
か
ら
の
台
風
な
ど
に
よ
る
高
潮
・
津
波
の
破
堤
で
、
こ
れ
は
被
害
も
大
き
く
広
範
囲
に
亘
る
。
災

室
口
も
短
時
間
内
に
起
る
現
象
な
の
で
潰
滅
的
な
打
撃
を
受
け
る
。
時
に
は
寛
永
四
年
(
一
六
二
七
)
一
一
回
、
天
和
元
年
(
一
六
人
一
)
四

回
、
万
延
元
年
(
一
八
六

O
)
三
回
の
よ
う
に
一
年
に
二
回

1
四
回
も
来
襲
を
受
け
る
こ
と
も
あ
り
、
災
害
後
は
老
松
輪
中
全
域
・
稲
賀

長島輪中地域の水害と新田開発の歴史地理

新
田
・
大
野
・
上
野
・
八
穂
各
新
田
の
よ
う
に
、
開
発
問
も
な
い
新
田
を
放
棄
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
態
も
起
る
。
こ
の
災
害
は
伊
勢

湾
に
直
面
す
る
地
域
で
、
開
発
の
新
ら
し
い
新
田
ほ
ど
多
く
、
奥
地
に
な
る
ほ
ど
危
険
度
は
減
少
す
る
。
然
し
伊
勢
湾
台
風
高
潮
の
よ
う

に
、
超
大
型
大
規
模
な
災
害
は
記
憶
に
新
ら
し
い
と
こ
ろ
で
あ
る
。

@ 

長
雨
集
中
豪
雨
に
よ
る
内
水
害
|
|
長
期
間
の
河
川
出
水
に
よ
り
樋
に
よ
る
自
然
排
水
不
能
の
た
め
、
長
期
間
の
湛
水
深
水
に
よ
っ

て
起
る
現
象
で
、
当
時
は
排
水
機
と
て
な
く
、
樋
に
よ
る
自
然
排
水
を
待
つ
よ
り
外
手
段
は
な
か
っ
た
。
こ
の
現
象
は
外
河
川
が
天
井
川

化
し
、
ま
た
下
流
に
無
計
画
な
新
田
開
発
が
進
み
、
河
川
流
水
が
円
滑
を
欠
く
よ
う
に
な
る
と
一
層
そ
の
被
害
を
増
大
す
る
。
こ
の
災
害

は
零
米
以
下
の
低
平
な
輪
中
地
域
に
お
け
る
、
特
殊
災
害
と
見
て
よ
か
ろ
う
。
人
的
損
害
は
前
二
者
に
比
し
て
少
い
が
、
農
業
で
生
活
し

て
い
る
農
民
に
と
っ
て
は
、
農
作
物
の
水
腐
れ
収
穫
皆
無
が
何
よ
り
も
打
撃
で
、
堤
防
上
に
小
屋
掛
け
を
し
て
住
い
、
草
根
木
皮
を
食
し

て
露
命
を
つ
な
い
た
と
の
記
鉄
も
散
見
す
る
。
し
か
し
、
人
命
の
損
害
が
少
い
た
め
か
、
余
り
記
録
に
残
さ
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
。

;3 

当
時
と
し
て
は
現
代
の
よ
う
に
、
気
象
通
報
・
警
戒
措
置
も
未
だ
発
達
せ
ず
、

た
だ
観
天
望
気
に
頼
る
時
代
、
こ
の
よ
う
な
環
境
の
中
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え
ど
う
し
た
ら
よ
い
の
か
と
大
声
で
叫
び
た
い
衝
動
に
か
ら
れ
る
。

古
来
こ
の
地
域
の
農
民
は
、
宿
命
的
に
度
々
こ
の
よ
う
な
災
害
に
会
っ
て
い
る
の
で
、
農
民
が
血
と
涙
で
あ
が
な
っ
た
生
活
の
知
恵
か

ら
、
水
屋
と
共
に
小
輪
中
の
細
胞
的
防
衛
の
た
め
の
、
旧
輪
中
廃
堤
を
不
便
を
し
の
び
ま
た
避
難
場
所
と
し
て
残
し
て
来
た
が
、
戦
後
の

車
社
会
に
不
便
だ
、
道
路
拡
張
の
た
め
だ
と
目
前
の
理
由
だ
け
で
、
こ
れ
ら
の
旧
輪
中
廃
堤
を
取
払
っ
た
。
そ
の
た
め
伊
勢
湾
台
風
高
潮

で
、
そ
の
酬
い
を
い
や
と
言
う
ほ
ど
思
い
知
ら
さ
れ
た
。
こ
の
よ
う
な
大
災
害
が
別
表
だ
け
か
ら
見
て
も
、
災
害
の
山
が
一

O
年

1
二
O

年
ぐ
ら
い
に
繰
返
さ
れ
て
い
る
。
災
害
は
特
に
南
部
の
干
拓
新
田
に
甚
だ
し
く
、
ま
た
大
地
震
後
に
大
災
害
が
目
立
つ
の
も
、
気
候
も
さ

155長島輪中地域の水害と新田開発の歴史地理

る
こ
と
な
が
ら
、
地
盤
沈
下
と
災
害
復
旧
の
お
く
れ
に
よ
る
も
の
で
は
あ
る
ま
い
か
。

有
名
な
宝
暦
四
年
(
一
七
五
四
)

の
宝
暦
治
水
も
長
島
輪
中
地
域
に
は
、
別
表
か
ら
見
ら
れ
る
通
り
、
そ
の
恩
恵
に
浴
す
る
こ
と
も
で

き
ず
、
こ
の
地
域
の
水
害
が
軽
減
さ
れ
て
き
た
の
は
、

ヨ
ハ
ネ
ス
・
デ
・
レ

l
ケ
の
設
計
に
よ
り
政
府
が
実
施
し
た
明
治
二

O
年
1
大
正

元
年
二
八
八
七

l
一
九
一
二
)

の
木
曽
川
河
川
改
修
工
事
を
ま
た
な
け
れ
ば
な
ら
な
か
っ
た
。
ー
当
地
域
は
明
治
三
三
年
頃
ま
で
に
ほ

ぼ
完
了
、
こ
の
工
事
に
よ
り
長
島
輪
中
の
姿
が
現
在
の
よ
う
に
全
く
改
ま
り
、
第
三
図
で
見
ら
れ
る
通
り
、
江
戸
時
代
ま
で
の
姿
を
全
く

と
ど
め
な
い
姿
に
な
っ
た
。
ま
た
古
く
か
ら
「
十
年
一
穫
」
と
言
わ
れ
た
、
こ
の
地
域
の
農
業
生
産
が
安
定
し
た
こ
と
は
、
大
な
る
恩
恵

で
あ
る
。
そ
の
後
は
木
曽
三
川
は
一
級
河
川
と
し
て
、
建
設
省
木
曽
川
下
流
事
務
所
が
、
絶
え
ず
手
を
加
え
て
い
る
。

三
、
結

び

長
島
輪
中
地
域
は
水
に
恵
ま
れ
、
ほ
と
ん
ど
早
躍
を
知
ら
な
い
。
そ
の
反
面
常
に
水
害
に
悩
ま
さ
れ
苦
め
ら
れ
、
ま
た
日
常
の
飲
料
水

用
水
な
ど
に
も
事
欠
い
て
き
た
。
す
な
わ
ち
「
水
に
恵
ま
れ
な
が
ら
水
に
悩
む
長
島
」
水
に
対
す
る
考
慮
な
し
に
は
、

-
日
も
生
活
で
き
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な
い
地
域
で
あ
る
。

ま
た
近
年
上
中
流
部
の
ダ
ム
建
設
、
愛
知
用
水
な
ど
の
取
水
、

の
た
め
塩
害
に
対
す
る
悩
み
と
環
境
汚
染
が
そ
の
上
に
加
わ
る
地
域
と
な
っ
て
し
ま
っ
た
。

工
場
排
水
な
ど
に
よ
る
流
量
減
少
と
汚
染
、
そ
れ
に
一
帯
の
地
盤
沈
下
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